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研究成果の概要（和文）：本研究課題は日本における「幸福の経済学」を発展させることを目的とし、延べ9名の研究
分担者と共に数多くの研究を行い、多くの結果を見出した。たとえば、2009年の総選挙によって、民主党支持者は幸福
になり、自民党・公明党支持者は不幸になったこと；気温によって人々の幸福感が変化すること；日本人は満足度を最
大にしようとする人ほど幸福度が低いが、アメリカではその傾向は明確でないこと；結婚・出産の事件によって、夫婦
の幸福度が上昇すること、である。

研究成果の概要（英文）：This project aims to develop “economics of happiness” in Japan. It conducted 
many studies with nine co-investigators and found many results including the followings: 1) the result of 
2009 general election made supporters of the Democratic Party of Japan happier and those of the Liberal 
Democratic Party of Japan (LDP) and New Komeito unhappier; 2) happiness depends on temperature, 3) 
compared with satisficers, maximizers are associated with lower levels of happiness among Japanese, while 
such tendency is not clear among Americans, and 4) events of marriage and childbirth make husband and 
wife happier.
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究課題は日本における「幸福の経済
学」の発展を図るものである。「幸福の経済
学」は、世界的に見ても 1990 年代末から展
開された、きわめて若い研究領域である。そ
の基本的な特徴は主観的幸福感の利用にあ
るが、もし、人々の幸福感を比較できれば、
それに基づいて、適切な所得分配を設計でき
るという極めて大きなメリットが生じる。 
(2)日本においては、2003 年度からの大阪大
学の COE 研究において主観的幸福感が尋ね
られ、それを基にいくつかの研究がされてい
たが、経済学分野の幸福に関する研究及び研
究者はきわめて少数であった。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究課題は、日本における「幸福の経済
学」研究を発展させ、しっかりと根づかせる
ことを目的とする。 
(2)具体的には、次のような課題に取り組む。
①「幸福の経済学」の主要なテーマである、
「幸福のパラドックス」（一国が豊かになっ
ても幸福度が増さない現象）の原因と考えら
れる、「順応」(生活水準になれてしまう)や「相
対所得仮説」（他人と比較した所得水準から
幸福を感じる）などが実際に見られるかを明
らかにする。また、そのほかの原因について
も吟味する。②選挙や震災、桜の開花、天気
といったマクロイベントによって幸福度が
どのように影響されるかを明らかにする。③
結婚のような個人的なイベントによって幸
福度がどのように影響されるかを明らかに
する。④年齢によって幸福度がどのように変
化するかを明らかにする。⑤最大化行動をと
ったり、超常現象を信じない合理的個人の方
が幸せかどうかを明らかにする。⑥行動と幸
福度の関係を明らかにする。⑦文化や性格に
よって、幸福度が違うかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)研究の目的を達成するため、幸福研究に
関心を持っている経済学者に、分担者及び研
究協力者として参加してもらう。毎年、会合
を持ち、意見交換をする。また、幸福研究を
意欲的に行っている心理学者とも交流する。 
(2)「順応」について明らかにするために、
本科研の第 2年度から第 4年度の 3年間にわ
たって月次のアンケート調査を行い、結婚と
出産の前後の幸福度の変化を明らかにする。
また、最終年度には、結果を補完する調査を
実施する。 
(3)その他のいろいろなアンケート調査を用
いて、分析を進める。 
 
４．研究成果 
(1)研究目的の(1)に関する成果 
①本課題はのべ 9 名の研究分担者、7 名の研
究協力者が参画し、その中でいくつものサブ
グループが共同研究を行い、日本の幸福の経
済学研究のネットワーク作りに大きく資す

ることができた。2011 年 9月 27 日、2013 年
8月 8日、2014 年 2月 20 日、2015 年 9月 16
日に全体会合を持って意見交換を行った。ま
た、結婚・出産のイベントによる幸福感の変
化を把握するための月次アンケート調査を
設計し、実施した。その集計結果は、ウェブ
に公開されている。以下に記述するように、
多くのテーマについての研究が行われ、その
うちにはすでに査読付きの学術雑誌に掲載
されたものも多い。このように、本課題は、
日本における「幸福の経済学」研究を大きく
発展させることに成功したといえるであろ
う。 
②しかし、残された課題も多い。第 1に、ま
だ論文にまとめられていない、完成途上の研
究や論文はできたが掲載にいたっていない
研究がある。これらを国際学術雑誌に公刊し
ていくことが課題である。また、ネットワー
クに関しては、たとえば、「幸福の経済学」
に関するコンファランスを年に1度のペース
で開くことが、次の飛躍のステップとして考
えられるが、現時点では、この分野の研究は
そこまで蓄積されていないようである。これ
は少し先の将来の課題とせざるを得ない。 
以下では、研究の目的の(2)で書いた個々

の課題に関して研究成果を記述する。 
 
(2)順応仮説について 
結婚・出産前後の幸福度のアンケートの補完
調査を終えて、現在、分析中である。結婚お
よび出産のイベントの時点で幸福度がジャ
ンプしていることが確認された。イベント後
の順応の程度については現在、計量分析中で
ある。 
 
(3)相対所得仮説について、大阪大学 GCOE の
日米アンケート調査を用いて、不平等回避仮
説とともに検定した。日本については、相対
所得仮説は採択され、不平等回避仮説につい
ては「ねたみ」については理論通りであった
が、「罪悪感」については理論の予想と逆で
あった。アメリカの結果は若干おかしかった
が、これは原データに問題があることが分か
り、現在、調査中である。 
 
(4)幸福度の質問の仕方 
主観的幸福感は一定のスケールで尋ねるこ
とが多い。幸福のパラドクッスに見られるよ
うに、主観的幸福感がほぼ一定であるのはこ
のような尋ね方に由来しているのかもしれ
ない。一方、幸福度の水準でなく、前期から
の変化を尋ねると、幸福度の水準はその変化
を足し合わせたものなので、スケールの枠で
尋ねない水準を知ることができる。そこで、
幸福度の日次調査で、幸福度の水準と変化を
尋ね、その結果を用いて分析した。 
その結果、変化の和分で計算される幸福度の
水準は一定ではなく、増加していくことが示
された。そして、両者の違いは、水準と変化
とで、ニュースに順応する程度が違うためで



あることが分かった。この結果は、「幸福の
パラドックス」が、幸福度の水準ではなく変
化を尋ねる場合には見られない可能性を示
唆している。この論文は Japanese Economic 
Reviewに掲載された。 
 
(5)選挙・政権と幸福度 
①われわれは、小泉選挙を分析した研究
（European Journal of Political Economy, 
2010）で、「小泉大勝は日本人の幸福感に大
きな影響を与えなかった」という結果を得た
が、これは、調査が選挙の数日後に行われた
ためではないかと疑われる。そこで、2009 年
8 月の民主党が政権を握った総選挙の前後 1
週間に日次の幸福度調査を行い、分析した。
選挙の翌日には、民主党支持者は有意に幸福
になり、自民党と公明党支持者は有意に不幸
になるが、2 日後には幸福度は元の水準に戻
るという結果を得た。これは状況にすばやく
順応するという結果でもある。 (ISER 
Discussion Paper No. 924, 2015) 
② 幸福度と支持政党の月次調査によると、
3 年近くにわたって内閣支持者は不支持者よ
りも幸福である。その原因は両者の性格の違
いに帰着できるものでなく、むしろ、支持政
党が政権党になることによって幸福度が高
まるためであることが明らかになった。
(ISER Discussion Paper No. 923, 2015) 
③ 小泉内閣とその後の第1次安倍内閣では
市場主義の重視度が異なる。②と同じデータ
を用いて、小泉内閣においては、内閣支持者
の低所得者層は将来よくなるという望みを
抱いているため、幸福度は野党支持者ほどに
は下がらないのに対して、第 1次安倍内閣で
は内閣支持者の低所得者層と不支持者の低
所得者層の差は有意でないことを明らかに
した。この論文は 2016 年に Japanese 
Economic Reviewに採択された。 
 
(6) 天気と幸福度 
大阪大学の 75 人の学生に 2006 年から 2008
年の 516日にわたって毎日幸福度を尋ねたデ
ータ（(3)と同じ調査）から、回答時刻の大
阪の天気が幸福度にどのような影響を与え
ているかを分析した。温度、湿度、降水量、
風速、日光量の中で、有意に幸福度に影響し
たのは温度だけであった。そして、平均気温
が 13.9 度の時に、幸福度は最高であった。
従来は、居住地の気候が幸福度にどのような
影響を与えるかを調べる研究がほとんどで
あり、ある地域の天気の変化が同じ個人にど
のような影響を与えるかを分析した研究は
ほとんど無い。この論文は、Weather, Climate, 
and Societyに掲載された。 
 
(7) 東日本大震災と幸福度 
① 2009年から2012年の大阪大学GCOEのデ
ータを用いて、人々の間の信頼感と幸福度の
関係が東日本大震災によってどう変化した
かを分析した。高い信頼は幸福度を高めるが、

その結びつきは大震災によっていっそう強
くなったことが明らかになった。この論文は
2015 年に Social Indicators Research に掲
載された。 
②大震災の直後に、5 週にわたって実施した
週次調査の結果から、震災のニュースが人々
に与える影響を調べた。被災地に近い地域の
住民は大きな幸福度の低下を報告したが、遠
い地域の住民への影響は有意でなかった。こ
の時期は桜の開花時期にあたる。桜の開花は
被災地から遠隔地にいる住民に安らぎを与
えたが、近接地の住民には与えなかった。こ
の論文は、2016 年に Japanese Economic 
Reviewに採択された。 
 
(8)個人的イベント(結婚)の影響 
3 の(2)のアンケート調査は、月次調査のほか
に、回答者の固定的な特性を把握する調査も
行っている。その結果を用いて、生活満足度
や幸福度は、結婚予定者はコントロール群
(未婚かつ結婚を予定していない人)に比べ
て高く、出産予定者も、コントロール群（既
婚かつ妊娠していない人）と比べて高い傾向
が認められることを明らかにした。この論文
は 2013 年に『大阪大学経済学』に掲載され
た。 
 
(9) 年齢と幸福度 
年齢と幸福度の関係を知るには、世代効果を
コントロールするために長期間のパネルデ
ータを用いる必要がある。そこで、『国民生
活選好度調査』を用いて、幸福度、満足度、
ストレス度を調べると、幸福度の年齢効果は
右下がりとなり，ストレス度の年齢効果は右
上がりとなるが，満足度の年齢効果は U 字型
であった。この論文は 2013 年に『行動経済
学』に掲載された。 
 
(10) 最大化行動と幸福度 
合理的経済人は最大化行動をとっていると
されるが、実際には満足化行動をとっている
人も多い。そのどちらが幸福かを日米 900 人
を対象にアンケート調査を行い、分析した。
日本人は最大化行動をとる人ほど幸福度が
低いが、アメリカではその傾向は明確でなか
った。この研究は心理学者との共同研究であ
り、 2014 年に Journal of Research in 
Personalityに掲載された。 
 
(11) 超常現象と幸福度 
超常現象を信じる人は意外と多いが、それら
の人々は、豊かであり、幸福になっているの
であろうか。大阪大学の COE のアンケート結
果を用いて分析した結果、超常現象を信じる
人は、所得は少ないが幸福度は高いことを明
ら か に し た 。 (Discussion Papers in 
Economics and Business No.14-33, Osaka 
University, 2014) 
 
(12) 何をしていると幸福か 



幸福感は、時々刻々変動するものであること
をわれわれは知っている。そこで、大阪大学
の学生に1時間ごとに何をしているかと幸福
度を尋ねた（総回答数 8536）。このデータか
ら、友人らとの付き合いが幸福度を高めるこ
と、家事や授業は幸福度を低めることが分か
った。また、幸福度には時間パターンがある
ことも確認された。（ISER Discussion Paper 
No. 926、2015） 
 
(13) グループ主義と幸福度 
日本人はグループ主義的であり、アメリカ人
は個人主義的であるといわれている。われわ
れは大阪大学の GCOE 調査を用い、この傾向
を確信したうえで、なぜ、グループ行動をと
るのかを分析した。その結果、日本人は、グ
ループの方が高い成果が得られると考えて
いるのに対し、アメリカ人は、周りの人と同
じように行動していると安心だ、と考えてい
ることが分かった。(mimeo. 2016) 
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